
【鳴子ダムでは、防災操作（洪水貯留）を実施し、下流河川の水位低減に努めました。】
○ 令和4年8月18日に鳴子ダム流域では累加雨量88mmの大雨が発生し、ダム下流の涌谷地点で河川水位が上昇しました。
○ 鳴子ダムは、防災操作（洪水貯留）を実施し413万ｍ３（東京ドーム3.3杯分）の流水を貯水池に貯留しました。その結果、涌谷

地点の河川水位を1.60ｍ低減させて警戒レベル（洪水危険度）の引き下げに貢献しました。

令和4年8月出水 江合川水系鳴子ダムの治水効果
令和4年8月18日洪水

（低気圧・前線）

※記載された数値は速報値であり、今後の詳細
検討により変更される場合があります。

下流河川（涌谷地点）断面図


